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研究成果の概要（和文）： 

定年退職時期にある男性労働者への健康支援策を構築するために，メンタルヘルスへの影響
要因を明らかにすることを目的として，健康感，生活満足度,ストレス関連項目，抑うつ度，お
よび Social Capital(SC)について，インタビュー調査と質問紙調査を行った．その結果，メン
タルヘルスは退職に向って改善を示し，その改善には，ストレスの低下，適切なコーピング特
性，高い SCが関与していた．退職期の労働者のメンタルヘルスの保持には，職場のストレス対
策に加えて，労働者個人の SC を高めることが重要と考えられた．  

 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study was to clarify the mental health status and its related factors 

among male workers during the transition to retirement in order to build support measures 
to maintain their mental health and well-being. The mental health status of male workers 
was assessed by interview and self-administered questionnaires, which elicited their job 
stress, depressive symptoms (CES-D), perceived health status, life satisfaction, and 
individual social capital (SC). The results showed that their mental health status 
improved towards retirement, which was related to the reduction in their job stress and 
using appropriate coping strategies, and higher individual SC. In order for workers in 
the retirement transition to keep better mental health, it is important to increase their 
individual SC as well as to help manage their job stress. 
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１．研究開始当初の背景 
わが国においては，10 年連続で 3万人を超

える自殺者のうちで最多を占めるのは失業
者と高齢退職者を含む無職者であり,WHO の
報告（2006）からも，自殺率が最も高い男性
の年齢層は定年前後の 55－64 歳である．仕
事中心に生活してきたわが国の労働者にと
って定年退職はメンタルヘルスに大きな影
響を及ぼす一大ライフイベントとなってい
る．しかしながら，わが国においては定年退
職が労働者のメンタルヘルスへ与える影響
についての報告は数少なく，定年退職前後の
抑うつやストレス，コーピングの縦断的な調
査，さらには退職後の再雇用・継続雇用など
が労働者の健康状態，特にメンタルヘルスに
与える影響を調査した報告はほとんど認め
ない．退職期の労働者のメンタルヘルスにつ
いて縦断的に検討し，その特徴を把握し，適
切な対策を講じることは，労働者の定年退職
前後のＱＯＬやウェルビーイングの維持向
上のために重要な課題である． 
定年をとりまく状況が急激に変化,多様化

する現代社会において,定年退職が労働者の
メンタルヘルスに与える影響要因は個人を
取り巻く環境によっても相違があると考え
られる.それらの影響要因を明確にした上で,
再雇用・継続雇用などの影響要因も考慮して，
職域から地域に繋がるメンタルヘルス対策
を講じてゆくことは産業看護職等の健康管
理スタッフにとって重要な課題となってい
る． 
 
２．研究の目的 

本研究では，某製薬工場の定年退職を迎え
る男性労働者および退職者・再雇用者を対象
として，ライフイベントである退職が労働者
のメンタルヘルスや QOLに与える影響を明ら
かにし,退職を控えた労働者への適切な健康
支援策の構築に結びつけることを目的とす
る． 
 
３．研究の方法 

対象は某製薬会社の工場の男性労働者,約
600 名の内，定年退職期（55 歳～59 歳）およ
び，完全退職者，再雇用者の合計約 200 名で
ある. 
 
1)．後ろ向きコホート調査： 
定年（60 歳）に向かう労働者の過去の定期健
康診断データおよび定期健康診断時に継続
測定している職業性ストレスデータ（職業性
ストレス，ストレスコーピング，ストレス反
応（CES-D））について，生活習慣データとと

もに経時変化を後ろ向きに検討し，労働者の
メンタルヘルス,健康診断データ,生活習慣
の変化について検討し，それらの特徴および
関連性について検討する． 
 
2)．質的インタビュー調査 ： 
定年退職を迎える労働者（55 歳～59 歳）の
労働者および退職後の労働者（完全退職者お
よび再雇用者）に対して個別に半構成的イン
タビュー調査を実施する.個人の退職準備行
動，ストレスやコーピング,メンタルヘルス
の状況，ライフスタイル等について詳細な聞
き取り調査を実施し，それらの関連性を検討
することで，退職予定者,完全退職者および
再雇用者のライフスタイルの変化およびメ
ンタルヘルスの特徴を明確化する．  
 
3). 質問票の作成と前向きコホート調査： 
インタビュー調査の結果を基に新たに質問
項目を追加・修正し，研究期間内に定年退職
や再雇用・継続雇用となる労働者を対象に前
向きコホート調査を実施する．さらに研究期
間後も引き続いて継続調査を行う．以上から，
定年退職前後のダイナミックな状況の変化
に関して，再雇用の有無を含むライフスタイ
ルとストレス，メンタルヘルス，QOL 調査等
を実施し，メンタルヘルスの変化とその関連
要因を検討することで，退職を控えた労働者
への適切な健康支援策の構築をめざす． 
 
４．研究成果 
1)．後ろ向きコホート調査： 
対象職場において，定年退職を迎えることに
よる心身両面への影響を明らかにするため，
定期診断項目,生活習慣項目,ストレス関連
項目（職業性ストレス(BSJS)，ストレスコー
ピング特性(BSCP)，抑うつ度(CES-D)）が取
得可能であった従業員 36 名を対象にして，
定年退職（60 歳）に向かうメンタル・フィジ
カルヘルス，生活習慣の変化について，後ろ
向きに調査し，定年退職 5年前と退職年で比
較した．結果，定年退職に向かってのメンタ
ル・フィジカルヘルスは，全体としては改善
する方向へ変化し，BSJS および CES-D（14.2
±7.3 点→12.8±6.8 点）はともに低下（改
善）していた．CES-D が改善していた群では，
ストレスが低下し，コーピング特性では「他
者への情動発散」が低下していた．また BSCP
と CES-D の関連については，定年 5年前では
「解決のための相談」，「発想転換」が CES-D
と負の相関を示したが，退職年ではそれらの
関連を認めなかった（表１）．  
 



表 1. 退職 5 年前，退職年別の職業性ストレス，

コーピング特性と CES-D の関連 

 
Spearman の相関係数  *p<0.05, **p<0.01,   

5 年前と退職年の相関係数の有意差検定  

# p<0.05 

 
以上の結果から，職業性ストレスが高い定

年 5年前においては「解決のための相談」や
「発想転換」が有効なコーピングと考えられ
たが，職業性ストレスが軽減する退職年では
それらのコーピングの有効性が低下する可
能性が示された．職業性ストレスの減少と適
切なコーピング方略の獲得は定年退職を迎
える労働者のメンタルヘルスを良好に保つ
ために有効な対策であることが示唆された． 
 
2）．質的インタビュー調査 ： 
定年に向けての多様な退職準備行動とメン
タルヘルスの関連性,定年退職後のライフス
タイルの変化の詳細を把握するためにイン
タビュー調査を実施した．対象は定年退職期
にある 55 歳から 59 歳までの労働者計 17名
と，完全退職者 4名および再雇用者 4名とし
て，半構成的面接を実施した．定年退職を迎
えるにあたっての思いと退職準備行動，退職
後の思いについて，経済状況・夫婦・趣味・
仕事・友人・地域・ワーク・ライフバランス
などの視点からインタビューガイドに基づ
いて自由に語ってもらい，逐語録を作成後，
内容を分析した（表２）．精神健康度の評価
については CES-D 得点を用いた． 
 
対象者の CES-D 得点は 10.6±5.8 点と比較的
低く，精神健康度は比較的高かったが（対象
企業 50 歳代男性の CES-D 平均 14.3 点），現
役労働者のCES-Dが最も高く（11.7±6.7点），
再雇用者（8.8±1.5 点）と完全退職者 

表２．定年退職に対する思いの語り 

 
（8.0±3.2 点）は低かった．定年退職に向

けての不安は経済面，健康，1日の過ごし方，
子供の将来，親の介護などがあった．定年後
について「仕事が忙しすぎて時間的余裕がな
く考えたことがない」との語りや定年退職後
の生活について「趣味を続ける」，「そのとき
になって考える」という語りがあった．現役
労働者の再雇用希望については，再雇用希望
者 41.2%，退職希望者 35.5%，未定 23.5%で，
再雇用希望者は「働けるうちは働きたい」と
いう思いが強く，退職希望者は「今まで働い
てきたからもういい」という一方で，「でき
なかったことに挑戦したい」という思いがあ
った． 
再雇用者と完全退職者の CES-Dが低かった

理由として，仕事によるストレスがほとんど
ないもしくは低いことが関連していること
が考えられ，現役労働者においては定年退職
後の人生の選択肢が多岐にわたっており，定
年退職を必ずしもネガティブなライフイベ
ントとして捉えていないことが推察された．  
また，再雇用者は残業が少なく業務時間の短
縮に伴い，自分の時間を確保できるようにな
ったことにより，退職後の生活をイメージし
やすいことが考えられる．定年退職前では業
務の多忙などで，地域とのつながりの必要性
が実感できていないのが現状であり，職域か
ら地域へのつながりへの支援が今後の課題



である．退職者からは，運動仲間がほしいと
いう内容の語りが多かったことから，在職中
のサークル活動や趣味の会への参加が退職
後も継続した人間関係を保つために有効で
ある可能性が示唆された． 
 
3）．調査票の作成と量的調査・前向コホート
調査の実施： 

質的インタビュー調査から得られた情報
を基に，定年前後のメンタルヘルス・QOL に
影響すると考えられる因子を抽出して新た
に調査表を作成した後に，退職予定者（58 歳
および 59 歳）145 名を対象とした質問紙調査
を実施した．質問内容は，健康感，生活満足
度，退職への不安・退職準備行動，退職後の
生活，再雇用希望，ソーシャルキャピタル
(SC)関連項目とし，107 名（回収率；73.8%）
から回答を得た． 
その結果，定年退職時期の男性労働者の健

康感・生活満足度は比較的高く，健康行動変
容を認めた（図１）． 

 
図１．対象者の健康感 

 
また，CES-D で評価した精神的健康度は

12.1±6.5 点（0 点～30 点）で，抑うつ傾向
有りの者（CES-D 得点が 16 点以上）は，24.0%
であった．対象企業の男性従業員全体（CES-D
得点平均；13.2±7.1 点 CES-D16 点以上；
27.5%，2011 年）と比較して，精神的健康度
は高かった．一方で，定年退職への不安を抱
える者は多く（57.1%），健康以外の不安要因
が存在した．また，退職準備行動の有無は SC
と関連しており，再雇用希望者は健康感が高
い者が多かった．  

次に，得られたデータと定期健康診断時に
測定している精神的健康度（CES-D）との関
連について多変量解析を用いて検討した結
果，精神的健康度の低さには，「定年退職へ
の不安」，「定年退職後の予定の未定」，「低い
SC」などが関与し，精神的健康度の高さには，
「相談相手がいる」，「地域への愛着」，「新し

いことへの挑戦」，「働き続ける」などが関連
していた（表３および４）． 

 
表３．CES-D の関連要因を独立変数とした重回帰

分析 （I） 

 

 

表４．CES-D の関連要因を独立変数とした重回帰

分析 （II）（BSJS も投入した場合） 

個人 SC 得点：SC 関連 9項目の合計点（0点～9点） 

BSJS：職業性ストレス簡易調査票からのストレス

尺度  *p<0.05, **p<0.01 

 
退職期の労働者の精神的健康度を良好に

保つためには，職場のストレス対策に加えて，
労働者個人の SC を高めることが重要と考え
られた．  
今後は研究期間終了後も定年退職後の対

象者についてコホート調査を行い，再度，健
康感，満足感，SC，ライフスタイル等に関す
る調査を実施することで，退職期の労働者の
メンタルヘルスの変化とその関連要因を検
討するし，職域から地域に繋がる健康支援策
の構築に繋げる予定である． 
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